
久しぷりの「全国圃芸鉢物研究会」を開催

にt[月法人l llφ;花き生産協による仝旧雄碓のｔ豪考大会の鉢物部会である．

生産協力･ら、･li糸都の花き巡引事務局であろ中火会に対して、以|･|経ヽ･‘JI 催を依

頼されていたぷ;うで&､るが、久しぶりに東京が 会場の全国人会であった.

J= 島し.l地域やシクラメン以外に．団地として=E,と1ﾐつた産地が且;11たらな=.ヽ

3f 視察先を巡る 人型の観光バスの駐庫1111哨がネックとな-J てなかなか911囃で

きなかｔlた．耳時．μ 宋1京II･火金の参与に就職されていた梅沢さんのご努力で、

3 泗

－'甘

:ごも有効に活用できる記念誌が出来jlがうた．

そして、刎sIの祝たちが届く東京におけろ中火･｢lf場 と地 方I!I'場の役刮と将家に

ついて、Ili場からの執筆をお凶いした．さらに、花き市斟に入り始めた自勤せりに

ついて、パーソナル邨1佩シ ペ乙を狸亙ｔ 乙?1五と■廸並 放屁ｉ 担屁.に依粳Ｌた、

1:JMI柘マルチメデ､iア型せりシスｉ≒ム

洲娶の経緯・シ７,デムの雌硬と特長・映像の括用 とjail ・ 零フトリーク取引の

呵能性

:2: gljll肘掛における自動セりの力向

lj 芸肖場の帖殊性

自勁せり導人のiぎ喩導 人だけでは形骸化のおそれ

これからの|]働せりシ ヌ､ヅ･ムのありゐ'

今では.･tiたり1111の白仙せりであるが、|剔ll担当者の本心を伺うことができた．

なお、片桐氏は．商校時代の同級生、荻搾花昏[澗芸111場の品J･F兌でぱったり再会

L.. 襲の仕事内容を知り、!i!一連執筆をお願い１た。

r一粟大･ヽ の再牡皺を裾 介してくれた商校の祠級生針ぷ氏らとともに、時 々飲ん

でいるいji話1，、健康の話も．そｔて．次回の時期と場所、そして幹事を決め'cそ

れぞれ帰宅すな．

今でも、仲同に恵まれている､、
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編　　 槃　　 後　　 記

県京の花き生哩の泄I,りは古 く、今をさかのぼ６こと妬0年、江戸の詐から常に消９者二･　ズに

支えられ、今El i.;いたｰ、ておりま１． こぴ}J.りな 艇史を唄ねた東京で｡196s 年に 第17回 の1'｢本秘

書ｉ.冲者人分が開催されておりj.･ら

ご1時、東京の鉢花はシダタメい こ代=寅され、瓦そに高冷地へ|||上 げするリレヽ･栽培、さらにジ

ベl／リン処趨による開花澗盤など、新たな技術自 発で品資の応いシクラメンの生産体系が確立さ

れました。 吹た、 ／りムラやサイネリア。グrr4･ シニアなどの・ 入 も各SU; ささかけて行われ、

さらi,こ、このころとしては新しい鉢花としてポットマムの研究企が活発な活動を艇開するなど、

27年 前を嵌り返乙だけでも隔M! の懸がいかし度す。

第17『ri』大 企のふ!念誌とレ ご発刊されたr 斑京の征j は 、今で1,東 京の花きEヽ ;I呉の歴史を知るう

ぇで椴咀な群料として各力･画 でも括用されており4､-れ このようなこ たから、木大公実行委11会

でg,l. 大会を開催できる栄誉に恵:lれ たこの機会をこらえ、1東 出の花』に劣らぬ記念誌々発刊

しようと編纂に収り咀んでまいりよした、

拙纂にあたうては、東京都の展業振興政策と花き掻l輿の111ぽ1づけのほか、これ9.でのものと趣

向をｔ えて、花き生産1? の花に対する取り組み姿勢などを中心に紹介いたしました。

本誌のｔ 郎こあた９て執筆の中心的な役割を巣たされた東京刄農林水産部の碑様方にi.ﾋ。 心か

らお礼を11｣しtlげ ます。 また、制作を委託した家の光出版総々サ・　ビスの泗沢和弘氏には。り;門

的な見地から141･々 ご助 沢をいただいたことを中しＳえます。

本誌の軌筆、ｇ 纂|こご尽力をいただきました方々|こ|｡1、 ご芳乎1を掃げ、深ｇなる感 謝を111し 上

げます。
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